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環境 の多様性 は， そ こに置 かれ た生物 に多 くの可能 な行動 の選択肢 を提 供す る．

そのた め，環境 か らの刺激 に応 じて適切 な反応 を選択 す る処理（反応選択 処理）は，

ヒ トを含 めた生物 に とって極 めて重要 な機能 で ある．一方 で，環境 か らは絶 えず

複数 の刺激 が入 力 され ていて ，それ ぞれ に対す る反応 選択処 理 は常 に競合 状態 に

あ る．そ のた め， しば しば，それ らの処理 の間 に干渉 が発 生 し，実行 中の行動 は

停止 され ，新 た な行動 が選択 され る．本研究 では，心理学 お よび神経行 動学 的ア

プ ローチ か ら，反応選択 処理 の競合 か ら生 じる干渉が行動 を どの よ うに分岐 させ

るのか を検 証 し，その意 義 を考察 した ．第1章 で は， ヒ トを対象 とした心理実験

か ら，反応選択 処理 の競合 お よび干 渉が， それ がない とき と比較 して どの よ うに

行動 を変化 させ るのか を示 した．第2章 で は，行動 を複数 の単純な動作 の配列 に

細分化 す るこ とで㌧実行 中の行動 の どの動作 で干 渉が発生 し・ これ以 降 どの よ う

な動作配列 に分 岐す るか を検証 した．、ラ ッ トを対象 とした行 動実験 で，個 体が危

険 を知覚 した際に選択 され る動作配列 を通常 時のそれ を比較 した結果 ，両者 の分

岐点 となった動作 とし危 険 を知覚 した際 に特有 の動作が示 され た．特 に後者 で は，

個体 を危険源 か ら遠 ざけ るよ うな動 作が促進 され る一一方 ，その場 に留 ま るよ うな

動作 が抑制 され た．本研 究 を通 して，反応選択処理 の干渉 は，環境 に対 して個体

が よ り瞬 時に適応 的な振 る舞 いをす るために重要 な意義 を持つ と結論 され た．
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（論文審査結果 の要 旨）

生物 は環境 か らの刺激 に応 じて適切 な反応 を選択す るよ うに進化 して きた．複

数 の刺激 が入 力 され た場合 ，その反応選択 処理 は競合 状態に あ り，干渉 が発 生

す る． この干 渉 は行 動の分岐 を特徴 づ けてい るので，刺激 と行動 の分岐 の関係

を調 べ るこ とでそ の仕組 に迫 ることがで きる．

本研 究 ではまず心理 学的 アプ ローチ を用 いた．反応 選択 処理の競合及 び干渉 が

あ る時の心理的不応期 （PRP）を調 べ る実験 を行 い，競合す る反応選択処理 がい

ずれ も遅延す るこ とを見 出 した． これ は従 来の先送 り説 では説 明できず，反応
あ

選択処理 の干渉が遅延 として表 出す ることを示 してい る． さらにtDCSが 遅延 に

与 える影響 を調べ る実験 を行 い， これ がPMDで の各反応 選択処理 に割 り当て ら

れ る神経活 動の不足 に起 因 してい る可能性 を示 した．
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次 に神 経行動 学的ア プ ローチ を用 いた．行動 を複数 の単純 な動作 の配列 として

表 し， ラ ッ トが危険 を知 覚 した際に選 択 され る動 作配列 を通 常 の ものと比較す

る ことで， 両者 の分岐 点 となる動作 と危険 時特有 の動作 を検 出 した． さ らに，

後者 が どの よ うに適応 的で あった のかを議論 した．

以上 をま とめ ると，本論文 は，反応選 択処理 の競合及 び干渉 につ いて，心理学

的 アプ ローチお よび神経行 動学的 アプ ローチ に よ り，そ の仕組 み の一端 を明 ら

か に した もの であ る． これ は行 動選択 の機 序 の解 明 に寄与す るものであ り，博

士 （工学） の学位 に値す るもの と認 め られ る． ，


